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202５年11月1日
港区志田町保育室　
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　季節の変わり目は朝晩と日中の寒暖差が大きく、体調を崩しやすくなります。運動会を通して心も身体も一段と成長した子どもたち、更なる成長のために栄養バランスの整った食事と睡眠を充分にとって体調管理を心がけましょう。これからも給食を通して子どもたちの成長に携わっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
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給食だより
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盛りつけ





料理の盛りつけは、子どもがごはん作りに参加したと感じられる絶好の機会です。仕上げにごまやカツオ節をふる、ケチャップやソースなどの調味料をつけるといった難易度の低いことから始めます。できたおかずを皿に移すことや、ごはんをよそうことなども少しずつやってみて、慣れてきたらサラダの盛りつけを一人で全部やってみるなどにもチャレンジしてみましょう。
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春に種もみを植えてバケツで育てた稲を収穫しました。


天日干しも終わり、脱穀・もみ取り・精米をして食べます。　🍙🍙🍙🍙🍙





子どもは3食だけではエネルギーと栄養素を充分にとることがむずかしいため、補食としておやつが必要です。あくまで食事を補うものなので、おにぎりや蒸しいもなどが適しています。市販のお菓子を選ぶときは、糖分や塩分・油分・添加物に注意しましょう。





おやつの選び方





園の献立は薄味を基本にして、素材の味を生かすことを大事にしています。素材の味に親しむことで味覚がはぐくまれ、よりおいしさを感じられるようになります。また、薄味の食事は塩分のとりすぎも防ぐので、ふだんの味つけも少し配慮できるといいですね。





出汁をとり薄味を心がけています














